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Studying on the selfhardening mould， the authors obtained the fol1owing results. The various 
properties of selfhardening mould seem to be influenced remarkably by temperature. And in 
caw of relatively low temperature such as five or ten degrees， it is preferable to use sodium­
silicate mixed respectively with molecular ratio 2.5 and 3.0 as equal amounts. 
Ac∞rding to the authors' experimental results， it is best to use the mould sand.mixed with six 
percent sodium-silicate and three percent dicalcium-silicate from the viewpoint of col1apsibility 
of the mould after casting and alωof economy. 1n case of hゆtemperature for in嗣nce eighteen 
or twenty-three degrees， to use sodium-silicate of mole叩lar ratio 2.5 is most desirable. And 
the authors obtained the best result by using five percent of sodium-silicate and three percent 
of dicalcium-silicate. 
The higher the value of molecular ratio of sodium-silicate， the shorter the useable time of the 
mould. The residual strength of this田lf hardening mould is stronger than tha t of the mould 





つき固 めや， 型の乾燥 が省略でき， また造型 が容易
で， 熟練工 が不必要である白硬性鋳型の研究， 関発 が
盛んに行なわれ， 広く採用されるよ うになってきた。
自硬性鋳型といっても， 硬化機構， 粘給剤等により種




合の通気度， 表面安定度， 可使時間， 残留強度等基礎
的実験を行ない検討を試みた。




Z雪山j型也剖2 .91 0 . 5 1 0.2 10.1 1 0.1 
表-2 ダイカ/レの粒度分布
粒 度 (me必) い 0ト200 1 200-300 1 300以上
重 量 (%) 1 8.9 1 1 5.6 1 75.5 
化学成分 1 SiO2 1 A12仰向山aO 沖1Ig.l価
主主弘|瓦同 0.98 1 0.3210.0円有五子
表-4 ダイカルの化学成分
竺宇吋ヰ坐竺i02
童量 %例1 26.62引] 50.41川1 6.6位2 1 4.3 お5 ] 9例
表ー5 水ガラスの化学成分
l 仙 ] Na20 ] �io�rl 毛ル 比
J 1 S 2号 ] 34 � 36 ] 14 � 15 1 54 1 2.5 
11 S 3号 ] 28 � 30 1 9 � 10 1 40 1 3 .0 
配合割合は珪砂に対して，水ガラス量 5. 6.7w%












気度試験法によって， 表面安定度 (SSI) は， 6 mesh 








400， 600， 8 00， 1000， 12000C の各温度に1 時間保持
後常温で24時間放置して測定した。
実験は気温 5�10oC，湿度75�8 5%で行なった。





配合で 抗圧力は 5時間で1.2 kg/cm2， 水ガラス7%
， 〆イカノレ 5%配合でも 抗圧力は 5時間で3kg/cm2 
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図-1 各ダイカル量における水ヵ・ヲス量変化及び 放置時間と強度の関係
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ダイカlレ3%一定 ダイカJレ4%一定 ダイカル5%一定。水ガラス(モル比3.0) 5% 
。 IJ 6% 
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時間で2.8 kg/cm2 と高いが， その後の放置時聞に 対
する抗圧力の上昇は緩慢で24 時 間で8kg/cm2であ
る。また水ガラス5% ， ダイカル 4%配合では1 時間
で1.7kg/cm2， 24時間で3.5kg/cm2と1.8kg/cm2
の抗圧力上昇であり， 同じように水ガヲス5%， ダイ
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図-4 水カeラス(モノレ比2. 5及び 3.0混合)の変化とダイカノレ変化 による放置時間と強度の関係
ス 5%添加では2時間以後， ダイカ/レ量が多い 程抗庄 の関係を図- 4 に示す。 水ガラス， ダイカノレ添加量の
力が低下し， 同様 に水カeヲス量6， 7 %一定のもので 増加につれ抗圧力は上昇しているが， 24時間で 〆イカ
も， 〆イカ/レ5%添加のものはいずれも抗圧力は低下 ノレ 5%添加のものはそれぞれダイカノレ 3%， 4%添加
している。 のものより低下 している。 しかし水ガラス7%， ダイ
毛ノレ比 2. 5とモノレ比 3.0の水ガラスを 50%ずつ混合 カノレ 5%配合では抗圧力が1 時間で1.9kg /cm2， 5 






ダ イ カ ル 3 %一定
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図-7 水ガラス 6%の場合の毛ノレ比変化による 放置 時間と強度の関係
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合でも1 時間で 抗圧力は0.6- 1.9kgjcm2 であり，約
1- 2 時間で離型可能で、ある 。
モIレ比2.5の水ガラスの使用では初期強度が非常に







えたものを図-6- 8 に 示した。
水ガラスのモyレ比3.0 は，ダイカル量増えるにつれ
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図-8 水ガヲス7%の場合のモ/レ比変化による放置時間と強 度の関係
水ガラス{モル比2.5) 7% ダイカル 3�ô 
・無謀加。G so品勾A 11 0ア0%ð l' 1，05% X H 1.407é 
水ガラス(モ"比三5) 7% グイカル S多。
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図-9 グリオキザーJレ(GS)添加の影響






増加するにつれ， モノレ比2.5 と3. 0 を混合した水ガラ
スの方が， 抗圧力は高くなってくる。全体的にみ れ
ば， 水ガラスの毛ノレ比2.5%使用では硬化速度が遅過
ぎ， モ/レ比3. 0 の水ガラス使用では， ゲJレ化が速すぎ
ることによる最終強 度が低く， 水ガラスのモル比2 .5
とモノレ比3. 0 を混合した水ガラスが最も適しているよ
うである。
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I_I_�' ''' - I ... ，�.. Iベント|グリオキ|珪砂 i 水ガ ラ ス l ダ イカル |ナイト |ザ 』ル | 通気度
5号 n= 2.5 5 1 3 437 
� 。 5 5 426 
9 n=子3. 0 5 3 450 
b n= 2 .5 7 3 455 
9 。 7 4 438 
� n= 3.0 7 3 478 
// n= 2 .5 7 3 2 403 
。 。 7 3 0.35 435 
// 。 7 3 0.7 0 418 
モル比2.5 %の水ガラスを使用した場合， 硬化速度
が非常に遅いため硬化促進剤としてのグリオキザ-/レ 抗
( G.8 )  ， ペントナイトの影響を調べた。 その結果を
図-9 ， 図-10 に示す。
ベントナイト2 %添加では硬化速度を速めるが24時
開放置 では， ペントナイト無添加のものより低下して









水ガラス(%) ダイカル(%) ベントナイト(%) GS(%) 
l モJレtt2.5 7 4 
2 JI 2.5 7 3 OJO 
3 モJレ比; 5 6 4 
4 モル比3.0 7 3 
5 モル比2.5 7 3 2 
6 モJレ比3.0 5 5 
図-12 各種間合に於ける放置時間と表面安定度
の関係
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毛ノレ比2. 5の水ガラスでは120 分，モノレ比3.0 の水
ガラスでは20分，モノレ比2.5と3. 0 の水ヵ・ヲス50%ず
つ混合のものでは7 0分， 毛/レ比2.5の水ヵ・ラスにグリ














































1 4に示す。20 00C付近て、抗圧力は高くなり， 温度の 上
昇と 共に低下し， 自硬性では800 0C附近で最低を示す
が120 0 0C附近になると焼付によって再び抗圧力 が 上
昇している。水ガラスのモノレ比の高い方がまたダイカ
ル， ベントナイト等添加物の多い方が抗圧力は 低下し
ている。G.S 添加のものも， ほぼ 崩壊性良く， 特に
20 0 0C附近での崩壊性は良好となっている。 全般的に
自硬性は 残留強度が低くなっており， 崩壊性は良好で
あるの
50 世x50 Lと 25件x50 Lの試験片を作成して， 放置
時聞に対する抗圧力を測定してみ ると， 同じ配合， 同
じ条件下でも放置時間と共に抗圧力に大き な差 が 生
じ， 体積に対する表面比の大きな25世x50 L の方が





































3， 4%配合のもの より抗圧力が低くな っ ていると考

























であ り低温時で は最も実用的なもの と な っ てい る。




に示すよう に硬化は非常に速く， 水 ガラス 7 %， ダイ
カル5%配合では， 放置後3時間(8.2 註g/cm2)で
鋳込み可能である。24時間放置ではダイカル量の多い
方が抗圧力低下 し てい る のは， 水ガラ スとダ イカ ルに
よる反応生成物の接着よりも5時間後では未反応水ガ
ラスが〆イカJレ量の少い程多く存在ナる ため脱水 と 共
に水ガラスの粘結力による硬化作用の方が優先してい
るためと考えられる。24時間での抗庄カも水ガヲス7
%， ダイカル3%配合で28.5 kg/cm2， 強度で、は最
も高くな っ ている。 実際的には強度面， 経済性， 鋳型







とダイ カルの硬化反応を促進する 。 グリオ キザ - Jレ
CHO ・









% 添加の 24 時間後の残留水分は2 . 81 %， 3.05%と非
常に高くなっている。 また図一11 に示すよう に， G.S 
添加量が増す程水分の吸湿カも大きくなゥている。 こ
れは水ガラス と G.S の 反応に よって シ リ カゲルが 生









ように湿態通気度は 400-500 の聞であり， 生型では
良くて2 5程度， 乾燥型でも生型の1 .5 - 4倍程度であ
るから非常に良好である。 本実験では粗い珪砂 5号を
使用したためと考えられる。実際には差し込み等の欠
陥を防ぐため珪砂 6 号 7号等の細かい砂が混合して
使用されているため通気度はより悪くなるはずである
。この試験法は空気の通気量を時間で測定するわけで













比3 .0では水ガラス量 5 %のものと， ダイカノレ量5 %
のものは非常に窓くなっている。








4.5 可 使 時 間
図 13 に示すように 毛ノレ比2. 5の水ガラスでは120
分， 水カ守ラスのモノレ比2.5と3 .0を混合した も の で
は 7 0分， 水ガラスのモノレ比3.0では20分，水ガラス
モノレ比2.5にグリ オキザ�/レを 0.7 %添 加で は80分
の可使時聞があった。モノレ比2.5では一致するのに，
モノレ比3 .0では著者の実験で は 非常に 短 い の は，
岡林氏3)らの混練時間( 1 分間，著者 3分間)，混練
量( 50 kg， 著者 4k子)であるから， 水ガラスのモ/レ




間も短かくなるから， 冬期間には高モノレ比の水 ガ ラ










4.6 残 留 強 度
ガス型は一般に，水ガラスーダイカノレ系 自硬性鋳型
に比べ崩壊性が悪いと言われているが， 岡見氏4)はガ




















」クス， 木粉， バノレプ廃液， 糖蜜等が効果があるとさ
れている。
4.7 試験片形状の違いによる強度
水ガラスーダイカ/レ系自硬性鋳型の硬化 に つ い て




気中の CO2 ガスと水ガラス溶液との反応， 等によヴ
て起こると考えられる。そこで水ガラス量 7 %， 〆ィ
カ/レ量3 %と同じ 配合で 50世x50と25世x50の試験片
を作成して抗圧力を測定した結果，図 1 5に 示 すよ
うに1 時間で 0.4kg/cm2， 5時間で3 .4 kg/cm2， 
43 
24時間で8.3 kg/cm2と放置時間と共に抗圧力に差が 分， 水ガラスのモ1レ比2.5 とモJレ比3 .0を混合したも
生じ， 25世x50の方が大きくなっている。これは同じ ので7 0分， 水ガラスのモル比3 .0で20分， 水ガラスの
配合であるから￠②については同じ条件で、あるため① モ1レ比2 .5 にグリオキザ-/レ0.7%添加のもので80分
④の影響によると考えられる。 であった。水ガラスのモル比が高くなる程， 可使時閉
また残留水分も放置時間につれ水分に差が生じ， 温 度 は短かくなっている。
が高くなれば一層差が大きくなっている。その他水ガ (8)残留強 度はガス型に比べ良好であった。水ガラ
ヲス添加量が多い程， 抗圧力の差も大きくなることな スのモル比が高くなる程， ダイカJレ添加量が多い程，
どから①による鋳型中の水分の蒸発による水ガラス粘 崩壊性は良くなっている。
度の上昇に伴 う接着強きが非常に大きく鋳型の強 度に (9)鋳型中の水分の脱水による強度の上昇には大き
影響していると考えられる。 なものがあり， 造型後， 1時間から水分の脱水による




(1) 低温時 ( 5 -10'C) においては， 硬化速 度が遅
いので高毛Jレ比の水カ寺ラスの使 用が良好である。水ガ
ラスのモノレ比2 .5 とモノレ比3 .0を50%ずつ混合して使
用したものが， 硬化速 度， 最終強 度の面から最も良か
った。その うちでも水ガラス6- 7%， ダイカル3 -
5%添加のものは24時間放置 で抗圧力12 - 18 .2 kg/
cm2 を得ているが， 崩壊性， 経済性， 表面安定性等
を考えれば， 水ガラス6%， 〆イカノレ3%配合のもの
が良い。水ガラスの毛ノレ比3.0の場合では， 〆イカル
4%に水ガラス7%添加のものが3時間で 5 kg/cm2 
24時間で8 kg/cm2 と抗圧力は最も高く良好である。
(2) 高温時 (18-23 'C) では水ガラスモノレ比2.5 が
良い。最終強 度を考えれば水ガラス7%添加のものは
23 .6-28 .4 kg/cm2 (24時間) の抗圧力があり申し分
ないが， 経済性， 崩壊性等を考えれば水ガラス5%，
ダイカfレ3%配合でも十分である。
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